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令和４年度神林地域区長会要望事項に対する回答について 

 

 

 新春の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、貴会からの要望事項について、別紙のとおり回答いたします。今後と

も、市政運営の推進について、格段のご理解ご協力を賜りますようよろしくお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問い合わせ先】 

神林支所地域振興課総務管理室 

担当：竹内 鈴木 

電話 0254-66-6111 



 

令和 4 年度 神林地域区長会要望事項の回答について  

 

 

1．中小河川の浚渫及び改修等について 

  本年 8 月に発生した豪雨災害にあたり、その復旧・復興のため国や県をはじめ数々

の機関や団体等に奔走していただくなどのご尽力に衷心より厚く感謝申し上げます。 

  さて、神林地区には中小河川が多くあります。そのほとんどの河川がこの度の豪雨

により大きな被害を受け、また二次災害の危険にさらされている状況にあります。下

記の河川につきまして、浚渫及び改修等の工事施工をお願いいたします。 

 ・赤坂川、石川、滝矢川、百川、笛吹川、堀川 

【回答】 

  新潟県管理河川である石川、百川、笛吹川、堀川につきましては、早急に浚渫、改

修を施工するよう要望してまいります。 

本市が管理している滝矢川につきましては、平林集落沿いの区間について改修を進

めており、早急に完成できるよう努めてまいります。 

同じく本市が管理している赤坂川につきましては、改修計画について検討を行いた

いと考えており、計画策定にあたって関係集落等と協議を行いたいと考えております。 

なお、被災した河川の復旧工事や浚渫等につきましては早期に完了するよう努めて

まいります。 

（問い合わせ先：神林支所産業建設課） 

 

 

 2．市道拡幅及び改良工事等について 

①市道有明 18 号線の有明集落センターから旧神納小学校までの間は通学バス路線で 

ありますが、すれ違いできない状態です。交通事故が危惧されますので、速やかな

拡幅及び改良工事等をお願いいたします。 

②市道山屋線は通学バス路線です。市道山屋～前谷間(両側が圃場)は、道路幅が狭く

すれ違いが出来ません。道路拡幅又はすれ違い用待避場の設置をお願いいたします。 

③市道殿岡南大平線は、行楽期はキャンプ場や天文台に向かう車両が数多く通行しま

す。指合集落センターから指合集落上通りまでは、用地も確保されておりますので、

速やかな道路拡幅工事をお願いいたします。 

【回答】 

 ①市道有明18号線の有明集落センターから旧神納小学校までの間は測量及び設計の委

託業務が完了しております。令和５年度以降、管内の道路整備等の進捗状況を考慮

しながら、早期の工事着手を検討いたします。 

②市道山屋線の拡幅につきましては、早期の事業化は見込めない状況であることから、

今年度、すれ違い時の安全確保のため、待避所１カ所を設置する予定であります。 

③市道殿岡南大平線につきましては、早期の事業化は見込めない状況であることから、

管内の道路整備等の進捗状況を考慮し、検討してまいります。 

（問い合わせ先：神林支所産業建設課） 

 



 

3．交通安全施設の設置について 

上助渕集落内の消防ポンプ小屋前の道路に、横断歩道の設置をお願いいたします。 

【回答】 

  上助渕集落地内の横断歩道の新設については、新潟県公安委員会（村上警察署交通

課）に確認したところ横断歩道の設置条件として①道路をわたりづらい状況であるか

どうか、②近所に商店街など不特定多数の人が集まる状況にあるかどうかを基準に判

断することとなっています。村上警察署交通課では当該要望箇所について現地調査を

実施したところ、交通量は少なく道路を渡りづらい状況ではない。また、周囲に商店

街などもなく不特定多数の人が集まる状況にないため、横断歩道の新設は難しいとの

回答でした。 

なお、当該地の歩道路面に左右確認ステッカーを張り付け、横断者に対する注意喚

起により交通安全対策を図っております。 

（問い合わせ先：神林支所地域振興課市民生活室） 

 

 

4．「道の駅 神林」内の市有地への全天候型イベント施設設置について 

「道の駅 神林」は田園風景の素晴らしい神林地域の経済及び人的交流の中心地点で

す。神林地域で取り組んでいる関係人口創出事業の好影響もあり、市内外から多くの

方々にご利用いただいております。 

近年、利用者の方々から「みどり豊かな田園に囲まれるとても素敵なところなのに、

なぜ、雨天でも安心して休憩できる施設がないのか。」という声が多く聞かれます。 

この地域が持つ大切な魅力のひとつである自然環境や豊かな食文化を生かしながら、

農業をはじめとする地元産業が繁栄し、交流人口が増えて地域がさらに活性化し持続

して行くために、「全天候型イベント施設」が必要不可欠と考えますので、設置をお願

いいたします。 

 【回答】 

  道の駅神林は、神林地域の特産物販店や観光の拠点として、県内外を問わず多くの

方にご利用いただいている施設です。 

ご要望の全天候型イベント施設を設置することにより、これまでできなかったイベ

ントなども開催が可能となり、これまで以上に利用者の増加が見込まれると考えてお

ります。 

これらの実現には、用地、施設の規模、構造、費用など、今後検討しなければなら

ない事項が多々ありますので、関係者の方々との協議を行いながら進めて参ります。 

（問い合わせ先：神林支所産業建設課） 

 


